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論文内容の要旨
1.研究の目的
本論文では､ウィリアム･シェイクスピア(William Shakespeare, 1564-1616)の喜劇の中で､
喜劇の雰囲気にそく､､わない人物に加えられる制裁に着目し､制裁の対象となった人物が最終場にお
いて人々が達した喜劇的調和から外され円満に終わるはずの最終場に何らかの違和感をもたらす
原因となっていることを明らかにし､その意味を探る｡
シェイクスピアの喜劇は､劇中に起こる様々な事件が解決され､その結果誕生する数組の夫婦の
新たな門出を祝福するという形で終わるものが一般的である｡その中には､男女の結婚へ至る過程
の他､観客の笑いを引き出すプロットが存在する｡その笑いを引き起こす方法として､喜劇的な雰
囲気を嫌悪する者､また共同体の秩序を乱す者に加えられる制裁があげられる｡とりわけ､本論で
扱う『ヴェニスの商人』 (TheMerchantofVenice, 1596-97)､ 『ウインザーの陽気な女房たち』
(The Mmy Wives of Wl･ndsor, 1597)､ 『十二夜』 (Tweljlh Night, or What You Will, 1601-02)
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では､何らかの迫害､懲罰､いじめの対象となる人物が､最終場における調和を不完全なものにし
ている｡また､直接､劇中に迫害等を受けるわけではないが､調和に似つかわしくない人物が最終
場に存在する場合がある｡そのような者は､調和から外れる者達の影響を間接的に受ける｡通常､
喜劇の最終場における退場は､調和と新たな生活の出発を示すために舞台背後の中央開口部から全
員退場することが相応しいとされるが､ノ最終場の退場に違和感を生む老たちは､どのように退場し
ていくのか｡また､劇あるいは観客にどのような影響を及ぼすのかを考えてみたい｡
2.各章の内容
2-1第1章　『ヴェニスの商人』の退場にみる制裁と孤独
ホロコースト以後を生きる我々にとって､ユダヤ人シャイロック(Shylock)に対するアントー
ニオ(Antonio)やバッサーニオ(Bassanio)の罵言雑言､裁判における非道な仕打ちがあまりに
甚だしいため､ 『ヴェニスの商人』を喜劇として認識するのは困難かもしれない｡しかし､第一･
四折本(Ql)､及び､第一･二折本(Fl)において､明確に｢喜劇｣ (comedy)と位置づけられて
いる｡本章では､シャイロックに対する非道な仕打ちを､現代人の視点と同じように悲劇的に見る
のではなく､エリザベス朝の人々と同じように喜劇の構造に不可欠なものとして見､シャイロック
がいかに喜劇に相応しくない人物として排除されていくかを考察する｡また､最終場におけるシャ
イロックの娘ジェシカ(Jessica)とアントーニオにも注目し､シャイロックを裁いたことで円満
であるはずの最終場に漂う不協和音について考察する｡
第1節では､シャイロックに注目し､当時のユダヤ人と劇で上演されるユダヤ人像､さらに『ヴ
ェニスの商人』で語られるユダヤ人についてまとめる｡
イングランドでは1290年のエドワードⅠ世(Edward I, 1239-1307)治政中の｢ユダヤ人追放｣､
1656年のオリヴァ一･クロムウェル(Oliver Cromwell, 1599-1656)の｢ユダヤ人再入国｣の間､
スペインやポルトガルで起こったユダヤ人追放によって逃れてきた隠れユダヤ人｢マラーノ｣がロ
ンドンの至る所で生活をしていた｡当時のイングランド人は､ユダヤ人という理由ではなく､外国
人という理由で､彼らに嫌悪感を持っていたという｡そのようなユダヤ人は､劇場では赤いかつら
と大きな鼻を身につけ､悪魔的な存在として表象され､上演された｡キリスト教学の中で､ユダヤ
人は悪魔と結託した悪魔の仮の姿であるとされ､また､史料よると､ユダヤ人が幼いキリスト教の
少年をさらい､割礼し､十字架にかけたという出来事があったためである｡この恐ろしい悪魔的な
ユダヤ人像が､アントーニオの肉を求めるひどく残酷で､原始的なシャイロックを作り上げる｡さ
らに､劇中では､信仰上豚肉を食べないことや高利貸しであることがユダヤ人の特徴として強調さ
れている｡またシャイロックは音楽や祝祭を嫌い､娘がそれらと触れ合わないよう戸締りを強く要
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求する｡喜劇において重要な役割を果たす音楽や祝祭を嫌うシャイロックは､喜劇に相応しくない
人物といえる｡
そのようなシャイロックから､ジェシカも召使のランスロット(Lancelot)も調和を求めるため
に離れていく｡ジェシカは｢我が家は地獄｣といい､父を嫌悪し､キリスト教徒になることを強く
望んでいる｡父の束縛から逃げようとしているのは彼女だけではない｡ポーシャ(Portia)もまた
父の遺言により自分の望んだ相手と結婚できないという事実に縛られている｡結果的に､偶然にも
ポーシャは自分が望むとおりの結婚できたが､ジェシカは恋人を選んだがために父親を捨てなけれ
ばならないという犠牲を強いられることとなる｡
裁判の場面では､シャイロックは､初め圧倒的に有利な立場に立っているため､ポーシャ扮する
バルサザ- (Balthazar)が何度もアントーニオを救うよう｢慈悲｣を乞うても､それを受け入れ
ず､残酷にもアントーニオの心臓に近い部分の肉を手に入れようとナイフを手にする｡この時､観
客はシャイロックに恐怖を感じつつも､この劇が喜劇だということで全てが円満に解決することを
知っているはずである｡期待通りに､ポーシャはシャイロックを巧妙に論破し､結局､シャイロッ
クは罰せられ､キリスト教徒への改宗と財産没収を言い渡される｡これを最後にシャイロックは舞
台から姿を消す｡本節では､シャイロック像を改めて見直し､観客の笑いを誘うような人物ではな
く､恐怖を与える悪魔的な存在であることを確認した｡観客は､緊迫した裁判の場において､シャ
イロックが舞台から去ったことに安堵感を覚えるであろうが､シャイロックの記憶は､最終場にお
いてジェシカとアントーニオに受け継がれる｡
第2節では､ジェシカに注目する｡皆の帰りを待つロレンゾ-とジェシカは歴史上の人物の悲恋
話に自分たちの境遇を重ねる｡しかし､ロレンゾ-がジェシカの父に関する話をし始めると､甘く
切ない雰囲気は一変する｡ロレンゾ-の現実的な諸により､観客にシャイロックの記憶がよみがえ
り始めた時､ 2人の掛け合いは､他の登場人物の帰りを知らせる従者によって遮られる｡その準備
としてロレンゾ-は楽隊を登場させ､音楽で迎え入れようとするが､それに対してジェシ利ま｢心
地よい音楽を聴いて楽しくなることはない｣と述べる｡これが彼女の最後の台詞となる｡全員が退
場するまでの253行もの間､台詞のない彼女の姿を捉えることはできない｡通常､調和と新たな生
活の出発を示すために舞台背後の中央開口部から全員退場するとされる最終場の退場において､音
楽を許されない環境に育ったジェシカにシャイロックの影が見えた時､その退場をジェシカが受け
入れたかどうか疑問が残る｡
続く第3節では､劇の表題の人物でありながら､ポーシャやシャイロックに比べて存在感が薄く､
加えて､唯一最終場において誰とも結ばれることなく､おそらく一人で退場したであろうアントー
ニオについて考える｡アントーニオは初めから憂欝に悩まされる｡その原因がはっきり明かされる
ことはないが､彼のバッサーニオに対する台詞を見ていくと､その一閃がバッサーニオにあるので
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はないかと考えられる｡アントーニオはバッサーニオに対して何度も"Love''と告げるが､それ
が性的な意味の愛なのか､親子のような愛なのか､友情なのかは定かではないが､アントーニオが
自分の命を懸けて､バッサーニオに尽くしているのは事実である｡しかし､結局､その思いは報わ
れず､ "し｡ve''は指輪とともにポーシャの下に返される｡最終場､バッサーニオの"Love''を手に
入れられなかったアントーニオは､一人になる｡彼は､孤独という点で､シャイロックと共通して
いる｡孤独なアントーニオは､喜劇において異質な存在となる｡
喜劇でありながら､孤独なシャイロックとアントーニオ､そして親を裏切ったことを後悔するジ
ェシカによってもたらされた不完全な調和は､観客に意外性をもたらし､結果的により強い印象を
あたえることとなる｡このことが後世に悲劇的な『ヴェニスの商人』を生み出す一因となった｡
2-2第2章　『ウィンザーの陽気な女房たち』におけるシャリヴァリ
『ウィンザーの陽気な女房たち』では､劇中､ 3度にわたって懲らしめられたフォルスタッフ
(Falstaff)が､最終場でアン(Anne)の結婚話が浮上してくることにより､その影を潜めるoそ
のようなフォルスタッフは､ウィンザーの住人がもたらす輪に入ることができるのかを検証する｡
フォルスタッフは､ 2人の女房を誘惑し､金銭を巻き上げようとする陰謀があっさりと暴かれて
しまい､それが原因で3度制裁を受けることになる｡この制裁が､ヨーロッパの民衆によって行わ
れたシャリヴァリ(charivari)であるという研究はこれまでもなされている｡共同体において､特
に結婚道徳を犯した者は公衆の面前で恥辱を受け､笑いものにされるというものである｡第1節で
はヨーロッパ全土で様々な形態や呼称を持つシャリヴァリについてまとめた｡シャリヴァリとはフ
ランス語である｡ 『ウィンザーの陽気な女房たち』では､それに当たる言葉は出てこないものの､
その際使われた｢天秤棒｣ (cowトstaff)という言葉が､シャリヴァリと関連する｡制裁を受ける者
が天秤棒によって担がれ皆の前にさらされるためである｡イングランドではシャリヴァリに当た
る語にスキミントン(skimmington)やラフ･ミュージック(rough music)が当てられるが､そ
れらの言葉は18世紀頃から使われ始めた｡よって､本論では､最もよく知られたシャリヴァリとい
う呼称を用いることにした｡
第2節では､フォルスタッフになされた3度の制裁を詳細に考察する0 1度目は汚れた洗濯物と
共に川に放り込まれ､ 2度目は女装をさせられた上､棒で叩き出され､ 3度目は真夜中の森へ鹿の
角をつけた姿で呼び出され､ウィンザーの住人に火であぶられつねられるなどの仕打ちを受ける｡
肉体的な苦痛を強いられる制裁を受けるフォルスタッフと共に､フォード(Francis Ford)も制裁
を受けることになる｡彼は人一倍嫉妬深く､妻がフォルスタッフと浮気していると信じ込んでいるo
過度の嫉妬心を見せる男性は､父権制社会において不適切であり､シャリヴァUの対象ともなった0
1度目の制裁の際､フォードが､妻がフォルスタッフと密会している現場を押さえようと急速帰宅
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した時､汚れた洗濯物の中に隠れたフォルスタッフの龍が､家から運び出された｡フォードはフォ
ルスタッフの存在に気づかず､嫉妬に怒り狂った様子で必死にフォルスタッフを探すが､フォルス
タッフは､フォードの脅威に怯えながら､汚れた洗濯物の下で身を潜めている｡フォルスタッフは
うまく逃げられたものの､ 2人の女房の策略により､そのまま川に放り込まれる｡一万､フォード
は､過剰な嫉妬心のあまり怒りを皆の前であらわにする｡嫉妬に狂うフォードの姿を目の当たりに
したフォルスタッフは､精神的にも苦痛を強いられることになる｡ 2度目の制裁の際も､フォード
はより強い嫉妬心を見せる｡ 1度目の時のようには編されないと､皆の前で龍に入った洗濯物を全
て出すが､当然フォルスタッフはいない｡皆の前で恥をかくことになったフォードは､ 3度目の制
裁の前に､全ての事情を知り､改心し､共にフォルスタッフに最後の制裁を下そうとウィンザーの
森へ向かう｡
3度目で､フォルスタッフは､真夜中のウィンザーの森に鹿の角をつけてくるように呼び出しを
受ける｡この角は､妻の寝取られた夫の額に角が生えるという伝動こ由来する｡フォルスタッフは､
その場に身を潜め､妖精の格好をしたウインザーに火であぶられつねるなどの制裁を加えられた0
3度目の制裁の後､アンとフェソトン(Fenton)の結婚問題が浮上する｡それまで舞台の中心
にいて､観客に笑いをもたらしたフォルスタッフの存在感は小さくなる｡フォルスタッフの制裁の
影で行われていたアンの結婚問題に関するそれぞれの企ては､失敗に終わる｡ ｢だますものがだま
される｣といったこの劇のプロットが明らかにされた後､ウインザーの住人はアンとフェソトンを
祝福すべく､全員退場となる｡一見､調和のとれた退場に見えるが､フォルスタッフの台詞を見る
と､それ程彼の共同体復帰は明確に記されていない｡フォードやペイジがアンらの結婚を祝いなが
ら､フォルスタッフの一連の出来事を楽しく話そうとフォルスタッフに何度と呼びかけているにも
かかわらず､フォルスタッフがその呼びかけに応じる台詞は見当たらない｡それどころか､皆の会
話とは関係のない話を一人で咳く｡このことにより､フォルスタッフは皆の輪から離れたところに
一人でいると考えられる｡また､上演を反映したと考えられる第一･四折本では､フォルスタッフ
に対する呼びかけはなく､共同体の輪から外されている｡このようにして見ていくと､フォルスタ
､ソフは皆と共に退場しながらも､完全に開き直ったわけではなく､その体の割には小さくなりなが
ら､退場するのではないか､あるいは､ウィンザーの住人に誘われながらも､皆と一緒に退場せず､
別のドアから､または､遅れて退場して行ったとも考えられる｡一見､幸福な最終場に思われる
『ウィンザーの陽気な女房たち』においても､フォルスタッフの退場により､不完全な調和を生み
出すとも考えられる｡
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2-3第3章『十二夜』における最終場の不穏な空気
『十二夜』のサブプロットでは､厳格で気難しいオリヴィア(Olivia)の執事マルヴォ-リオ
(Malvolio)をいじめることにより観客に笑いをもたらす｡最終場において､数組の結婚が成立し
た時､マルヴォ-リオは姿を現し､ ｢お前たち､みんなまとめて復讐してやる｣とその場に相応し
くない言葉を吐き捨て､人々が結婚を祝福しようとしている場から一人退場していく｡劇中笑いの
対象であったマルヴォ-リオは､最終場に不穏な空気をもたらす｡また､セヴァスチャン(Sebas-
tian)を助けた船長のアントーニオ(Antonio)は役人に捕らえられた状態で最終場を迎え､おそ
らく成立する結婚を傍らから眺めている｡本章では､最終場にもたらされた不穏な空気の原因を探
るべく､マルヴォ-リオへのいじめがどのようなものであったのかを検証し､続いて､幸福に満ち
た最終琴において一人捕らえられたアントーニオについて考察する.
まず､サブプロットの中心的人物サー･ト-ピー･ベルチ(SirTobyBelch)とマルヴォ-リオ
について見ていく｡酒好きで遊興にふけるト-ピーと､主人に忠実で生真面目なマルヴォ-リオは
対照的である｡しかし､一見､対象をなしているように見える2人ではあるが､実際､マルヴォ-
リオは倣慢で､自負が強い人物である｡彼は日頃からだらしのないト-ピーを､主人の叔父である
にもかかわらず､蔑む｡そのような態度が気に入らないト-ピーは仲間と共に彼を懲らしめようと
企てる｡
まず初めに､オリヴィアが書いたように見せかけた偽りの手紙を拾わせることにより､マルヴォ-
リオの本性を暴きだす｡そこでは､ト-ピーらの計画通りに､マルヴォ-リオは､出世欲と色欲を
あらわにする｡舞台上の､おそらく柱の影に隠れていたト-ピーらはそのようなマルヴォ-リオを
動物にたとえ､また｢石弓｣ (astone-bow)や｢撃て｣ (Pistolhim)などと彼を的のように思わせ
る罵倒を浴びせる｡これらのイメージは､当時､演劇と並んで人気のあった｢熊いじめ｣や｢鳥当
て｣などの血生臭いスポーツ(blood sports)が影響しているように思われる｡ト-ピーらは､こ
のマルヴォ-リオへのいじめをある種の｢娯楽｣と捉えている｡この時､観客はマルヴォ-リオだ
けを見て笑っているのではなく､彼に対して野次を飛ばしているト-ピーらも笑いの対象としてい
る｡マルヴォ-リオという娯楽の対象に夢中になり､興奮のあまり隠れていた場所からマルヴォ-
リオの傍までいって野次を飛ばしたが､偽の手紙により妄想を膨らませたマルヴォ-リオが周りの
気配に気づかないでいるとも考えられる｡これがマルヴォ-リオいじめの第一段階であるが､本人
はこの時点でいじめられているとは気づいていない｡
偽の手紙には､ ｢黄色のストッキングと十字の靴下留め｣と｢絶やすことのない微笑み｣につい
て書いてある｡オ'｣ヴィアがこのような服装を好み､その笑顔を褒めているという偽りの情報をマ
ルヴォ-リオに与え､そのような姿をした彼を彼女の前に出そうと仕組んだ｡案の定､奇抜な格好
と奇妙な笑顔を向けられたオリヴィアは､気がふれたと思い込み､マルヴォ-リオを看病するよう
104
ト-ピーに託す｡ト-ピーは､当時気が狂った人間が受けた治療と同じように､暗い部屋にマルヴ
ォ-リオを監禁する｡
マルヴォ-リオは､その暗闇の恐怖に怯える｡その暗室の外には牧師に扮するフェステ(Feste)
が彼と会話をしている｡マルヴォ-リオが閉じ込められた暗室に関しては､舞台前方にあるトラッ
プ･ドア､もしくは舞台背後の中央開口部が考えられる｡実際に暗闇を必要とするならトラップ･
ドアの万が相応しいであろうが､あえて｢見世物｣としてのマルヴォ-リオを考えるならば､舞台
背後の中央開口部の万が相応しいように思われる｡当時狂人と見なされた人間は､ベトラムと呼ば
れる施設に保護されたのだが､そのような人間は｢狂人見物｣の対象となり､エリザベス朝の人々
にとって一種の娯楽となっていた｡また､マルヴォ-リオが監禁された時の状況を考えると､黄色
いストッキングと十字の靴下留めを身につけていた可能性がある｡加えて､フェステだけでなく､
マルヴォ-リオの声を観客に届かせるためには､舞台背後の中央開口部が望ましい｡このように考
えると､観客にとっては､フェステだけでなくマルヴォ-リオの姿も目に出来た万が笑いを増すこ
とになり､ト-ピーらの娯楽の対象を観客も一緒になって楽しむ効果を作り出すことが出来たとも
思われる｡
最終場において､幸せに満ちた恋人たちの結婚が成立しようとする中､これまで劇を盛り上げた
サブプロットの登場人物たちの存在は影を落とし､同時に､その場に不穏な空気が漂い始める｡よ
うやく暗室から解放されたマルヴォ-リオはこれまで自分になされてきたひどい仕打ちの原田を知
り､その場にいる全員に復讐を誓い､退場する｡不穏な空気の原因となるのはマルヴォ-リオだけ
ではない｡アントーニオは､過去にオーシーノヘ犯した行為を罪とされ､捕らえられる｡アントー
ニオがいなければ､セヴァスチャンは命を失い､ヴァイオラ(Viola)は生き別れた兄と再会も果
たさず､また､彼らの結婚もうまく成立しなかったのにもかかわらず､彼に感謝の意どころか､言
葉をかける者はなく､一人の罪人として扱う｡アントーニオのこれまでの功績とその存在が最終場
において全く無視されている｡
また､皆が退場して行った後､フェステは一人舞台に残り唄を唄うが､それは結婚を祝福するも
のではなく､人生の移ろいやすさを唄ったものである｡音楽は､一般的に調和を生み出す重要な要
素になるのだが､この『十二夜』に限ってはそうとも言えない｡劇の冒頭､恋に悩むオーシーノ
(orsino)は音楽で心を癒そうとするが､癒されず演奏を止めてしまう｡その気持ちに答えるかの
ように､まだオーシーノと会う前のヴァイオラは音楽で彼の心に訴えかけることを誓うが､劇中流
れる音楽は死や無常を唄うものである｡
マルヴォ-リオ､アントーニオ､フェステが作り出す不穏な空気が最終場に漂うことが感じられ
た｡結婚の成立に水をさす不穏な空気の原因は､劇中に繰り広げられる矛盾に満ちたロマンスでは
ないかと考える｡オーシーノは､憂欝になる程恋心を抱いていたオリヴィアに直接求婚することは
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せず､最初の対面は劇が終わる五幕-場である｡オ1｣ヴィアはヴァイオラ扮するシザーリオ
(cesario)を強く思っているにもかかわらず､瓜二つのセヴァスチャンが現れるとそちらと結ば
れ､双方納得の上に結婚する｡浮世離れしたロマンスに耽る恋人たちの中で､マルヴォ-リオやア
ントーニオには現実が突きつけられ､フェステは現実の世界の憂いを唄う｡観客は､マルヴォ-リ
オらが最終場にもたらした不穏な空気を感じとることが出来ただろうか｡この劇にマルヴォ-リオ
に対するいじめやアントーニオへの残酷な仕打ちが描かれていたとしても､観客は最終的にこの劇
の恋物語に夢中になり､不穏な空気が気に掛からなかったように思われる｡しかし､その負の力が
後の悲劇の一要素となったと考えられる｡
3.結論
以上のように､最終的に幸福に至る喜劇の中で､シャイロックやマルヴォ-リオのような存在は
異質である｡住人たちの許しに対して明確な返答を避けたフォルスタッフも､喜劇に相応しい登場
人物として観客を楽しませてはいるが､不協和音を生み出した原因とも考えられる｡
このような異分子の存在は､喜劇に似つかわしくないように思われるが､けっして不必要な存在
ではない｡それどころか､その存在感は主人公や他の登場人物を凌ぐ程である｡
『ヴェニスの商人』では､シャイロックが復讐心を募らせ､アントーニオをはじめとするキリス
ト教徒に果敢に挑もうとする際垣間見せる悲哀と孤独に満ちた姿は､観客にとってより印象深い存
在となる｡その悲哀と孤独は､彼が舞台を去った後もジェシカやアントーニオに受け継がれる｡全
ての問題が解決し､新たな人生の旅立ちを迎えた恋人たちにとってシャイロックは忘れられた存在
のように見えるが､観客は､ジェシカやアントーニオが見せる孤独な姿を通してシャイロックを思
い出す｡
また､ 『ウィンザーの陽気な女房たち』では､劇の大半を占めるフォルスタッフへの制裁が観客
に笑いをもたらす｡最終場において､フォルスタッフの存在は以前と比べ薄らいでしまうが､ウイ
ンザーの住人にとっては､アンとフェントンの結婚と同様､フォルスタッフへの懲らしめに成功し
たことは喜ばしいことであり､十分な達成感を得られたと考えられる｡住人たちは､最後に祝宴の
席へと退場する際､アンとフェントンを祝福するだけではなく､フォルスタッフへの一連の制裁を
良き思い出､または､笑い話として語り合おうとフォルスタッフを招き入れようとする｡それに対
して明確な返答をしないフォルスタッフについて考えてみると､これまでの制裁により､肉体的に
も精神的にも傷つき､人々の輪の中に入ることを拒絶していると同時に､住人に対してささやかな
抵抗を示しているとも考えられる｡
『十二夜』でのマルヴォ-リオいじめも､フォルスタッフと同様､観客に大きな笑いを与える｡
彼に対する制裁には､当時の劇と共に人気を博した動物いじめや狂人の見世物小屋から影響を受け
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たと考えられる娯楽的要素が見られる｡結果的に､恋に我を忘れた男女の中で唯一マルヴォ-リオ
だけが現実の世界へ引き戻される｡オリヴィアとの結婚により立身出世を夢見たマルヴォ-リオが
目覚めた時､オリヴィアには結婚相手がおり､これまでの出来事がト-ピーらによる制裁であった
ことを知る｡夢からまだ覚めない恋人たちとその結婚を祝福する者たちの中で､現実を突きつけら
れたマルヴォ-リオは､一人復讐を誓い､その場を去る｡しかし､この場に居合わせた人々も､そ
して観客も､復讐に燃えるマルヴォ-リオを恐れることはない｡喜劇に相応しくないマルヴォ-リ
オが退場したことで､人々はより幸福な最終場を迎えることができる｡しかし､その場には捕虜と
なったアントーニオがいるのも事実である｡この喜劇でも､最後に､生き生きと微笑んだ登場人物
を全員舞台上に登壇させてはいるが､この微笑みには､勝利がはかないものであるという強い思い
が静かに埋もれており､それが喜劇から生じた不協和音の可能性の持つエネルギーであると､ジェ
レミ一･ロペス(Jeremy Lopez)は指摘する(Jeremy Lopez, Theatrical Convention andAudience
Response in Early Modern Drama, 182)｡そのように考えると､アントーニオは確実に幸せな最終
場に異質な空気をもたらす一人であるといえる｡感謝されるはずのアントーニオは､誰からも省み
られず､罪人として捕らえられる｡お互いの結婚を喜び合う恋人たちにとって､アントーニオは､
マルヴォ-リオと同様､またそれ以上に､見向きもされない存在となる｡皆が退場した後､フェス
テが一人舞台に残り､はかない人生を物悲しげに唄う｡それは､マルヴォ-リオやアントーニオが
最終場において現実の世界に引き戻されたのと同様に､観客も非現実的な世界から覚めるようにと
劇の終わりを告げる唄でもある｡観客は､劇中での不穏な空気をあまり感じることなく､劇を純粋
に楽しみ､結婚する恋人たちの幸せな雰囲気に酔いしれることが出来たであろう｡しかし､その楽
しみ万の一つには､マルヴォ-リオをいじめ､噸笑するという方法が取られたのも事実である｡結
果､マルヴォ-リオらが最終場で生み出す不穏な空気が､その後の悲劇へと受け継がれていく｡
『十二夜』以降､シェイクスピアは悲劇の時代に入る｡ 『ハムレット』､ 『オセロ』､ 『リア王』､ 『マ
クベス』という四大悲劇の時代を経て､最終的には再び｢再会｣と｢和解｣をテーマとする晩年の
ロマンス劇の時代へと到達していく｡ルネサンス期の演劇は喜劇や悲劇というジャンルを考慮しつ
っ､どの劇も明確にジャンルを提示する一方､観客はどのようなジャンルにも期待通りの明確な反
応を示すのだが､その期待が予期せぬ方向へ進む時､一貫性がないことへの反応が観客の登場人物
に関する経験とプロットの経験の間で分裂することになるとロペスは指摘する(Lopez, 5)｡喜劇
においては､和解への動きが論理的には理解できない方向へと進み､計り知れない事態に変化しよ
うとも､劇が提示するものと登場人物に関する観客の経験ははば一貫しているといえる(Lopez, 5)0
観客は､喜劇という枠組みの中では全てが幸せな結末を迎えるという前提の下､観劇しているので､
何が起ころうとも全てを受け入れてしまうというところがある｡しかし､そのような中でも､喜劇
において調和を嫌う異分子の存在や時に残酷とも見て取れる制裁という行為が､観客の印象に残り､
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後世においては､様々な解釈の下､シェイクスピア劇の上演に影響を及ぼすことになる｡
論文審査結果の要旨
本研究の目的は､シェイクスピアの喜劇のうち特に三つの作品をとりあげ､それらの作品に見ら
れる制裁のありようと終幕の調和のかたちとの関係を当時の文化､上演､そして観客の受容という
観点から論じることである｡
第一章は『ヴェニスの商人』 (The Merchant of Venice)を扱う｡当時のイギリス社会では外国人､
特にユダヤ人がどのように扱われていたかという点からするとシャイロックに対するキリスト教徒
たちの態度の厳しさとむごたらしさはある程度納得のいくものである｡つまり､いわば喜劇の敵で
あるシャイロックが滅ぶことで終幕の祝祭的ムードが達成されるわけであるが､シャイロックの娘
であるジェシカの哀愁に満ちたせりふや､複数のカップルが成立した中で結婚相手を与えられない
まま終わるアントニオの存在と退場が終幕の調和のかたちをゆがめていることを指摘している｡
第二章では『ウィンザーの陽気な女房たち』 (TheMmy WivesofWl'ndsor)を扱い､当時の社会
的制裁の形であったシャリバリの観点からフォルスタッフが受ける三度の懲らしめを分析してい
る｡三度の懲らしめは､観客にとって愉快なものであったが､その懲らしめを受けたフォルスタッ
フがフィナーレで他の人物たちとともに幸せそうに退場することは難しく､彼の退場のかたちが終
幕に影を落としたと結論付ける｡
第三章は『十二夜』 (Tu)elfth Night)を扱う｡劇や娯楽を嫌悪したピューリタンに対する一般的
な人々の態度や､当時の娯楽のひとつであった熊いじめなどとの頬似性などの観点から､謹厳なマ
ルヴォリオがいじめられるシーンを分析する｡最終シーンで彼が仕返しを予告して退場していくこ
とが､他の要素とも重なって､終幕の雰囲気を不穏かつ陰夢なものにしていると主張する｡
以上のように､本論文は､劇テクストを読むためのコンテクストとして当時の文化や社会的な習
慣を調査し､各シーンを分析しながら劇場における上演のかたちを考察し､観客が経験したであろ
う三つの喜劇の特異性を解明したものである｡喜劇の捉え万が一面的過ぎるため､議論が往々にし
て単純になっているところもあるが､テクストを丹念に読み､ ｢制裁｣という点から三つの喜劇を
包括的に論じたことは評価に値する｡本論文は､全体として､論文提出者が自立して研究活動を行
うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡よって､本論文は､博士(国際文化)
の学位論文として合格と認める｡
108 --
